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プレスリリース資料 

2022 年 3 月 17 日 

公益財団法人 消費者教育支援センター 

公益財団法人 生命保険文化センター 

 

高校生は１８歳成人に無関心？ 

～「高校生の消費生活と生活設計に関するアンケート調査(第３回)」まとまる～ 

 

 (公財)消費者教育支援センターと(公財)生命保険文化センターは、第３回「高校生の消

費生活と生活設計に関するアンケート調査報告書」を取りまとめました。本調査は 2012

年と 2016 年にも実施しており、全国の高校生の消費生活と生活設計に関する実態を明ら

かにするとともに、学習指導要領を踏まえた学習指導及び教材開発等の一助となることを

目的とするものです。 

 

≪調査結果の主なポイント≫ 

「消費生活」に関する項目 

１．全体で９割台後半の生徒が携帯電話・スマートフォンを所持。約７割が小・中学生の

頃から所持しており、低年齢化が進んでいる。携帯電話・スマートフォンの利用目的

で最も多かったのは、「SNS・動画投稿サイト（LINE・Instagram・TikTok・YouTube

等）」であり、男子の８割台半ば、女子の９割台半ばが回答した。 

２．授業以外の時間の過ごし方は、「SNS・動画投稿サイト（LINE・Instagram・TikTok・

YouTube 等）をする」が男子の６割、女子の８割と男女とも最も多く、「ゲームをす

る」と答えた男子も６割を超えた。「部活動をする」は男女ともに減少しており、新

型コロナウイルス感染症の拡大による影響がうかがえた。  

３．成年年齢引き下げについて、男子は「特に何も思わない」が最も多く約４割。女子で

は「消費者被害にあうかもしれないと不安に感じる」が最も多く３割強。全体の半数

強が「18 歳になったら選挙に行きたいと思う」と回答した。 

４．「契約の知識」に関する正誤問題において、インターネットに関する項目は前回調査

と比較して正答率は高くなり、学校での消費者教育の一定の成果がうかがえた。しか

し、契約の基本に関する項目の正答率は２～３割弱と低く、成年年齢の引き下げに伴

い消費者トラブルの深刻化が懸念される。 

５．欲しいものがあるとき参考にする情報の上位３項目は、「インターネット・SNS」「友達

からの話」「家族からの話」。前回調査を比較すると「インターネット・SNS」が増加

し、前回３位の「テレビ」は４位に後退した。 



2 
 

 

「生活設計」に関する項目 

１． 将来就きたい職業を決めている高校生は６割台半ば。男子は「プログラマ・システム

エンジニア」(前回３位)、女子は「看護師・歯科衛生士」(前回２位)が今回初めて最

多となった。特に男子については、スマートフォンの所持率ならびに動画配信サイト

の普及などにより、IT 関連に関する職業への興味が上昇したことが結果の一因だった

と考えられる。 

２． 「結婚したい」と思う高校生は前回調査と比較して減少。結婚希望年齢は平均 25 歳

で、結婚したくない理由は「自由な時間がなくなるから」が最も多かった。また、将

来「親になりたい」と思う高校生も、前回調査と比較して減少（前回調査の選択肢は

「子どもを持ちたい」）。子どもの希望人数は平均 2.3 人で、親になりたくない理由は

「面倒だから」が最も多かった。結婚したい、親になりたいと思う高校生は、前回調

査と比較して減少しているが、肯定的・否定的な理由の傾向は変わらず、高校生の結

婚観などについては変化がなかった。 

３． 子どもが生まれた場合の働き方について、「育児休暇を取り、職場に復帰する」が前

回調査と比較して、男女とも顕著に増加。昨今の特に男性の育児休暇取得率の増加と

いった社会環境の変化が高校生の仕事に対する意識に影響を及ぼしていると考えられ

る。 

４． 20 歳より先の将来を思い描いている生徒は全体の３割弱にとどまった。「全く想像で

きない」という回答も約２割となり、生涯の生活設計に関する学習の難しさを裏付け

た結果となった。 

 

詳細は、次ページ以降をご参照ください。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

(公財)消費者教育支援センター 担当 : 庄司、奥西 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-17-14 

全国婦人会館 3階 TEL 03-5466-7341 

 

(公財)生命保険文化センター 担当 : 前田、中川 

〒100-0005 東京都千代田区丸の内 3丁目 4番 1号 

新国際ビル 3階 TEL 03-5220-8517 
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≪調査結果の概要≫ 

 

「消費生活」に関する項目 

１．全体で９割台後半の生徒が携帯電話・スマートフォンを所持。約７割が小・中学生の頃から所

持しており、低年齢化が進んでいる 

前回調査では、全体で「高校生になってから持っている」が４割強と最も高かったが、今回調査で

は全体で「中学生の頃から持っている」が５割弱と最も高く、「高校生になってから持っている」が２

割台半ば、「小学生の頃から持っている」が僅差で続いた。性別で見ると、女子の小学生からの所持率

が高かった。 

 

携帯電話・スマートフォンの所持＜全体・性別＞ 

 

 

携帯電話・スマートフォンの利用目的は、男子８割台半ば、女子９割台半ばが、「SNS・動画投稿

サイト」 

「SNS・動画投稿サイト（LINE・Instagram・TikTok・YouTube 等）」が、男子は８割台半ば、女子

は９割台半ばとなった。前回調査と選択肢の記載内容は若干異なるが(前回調査の選択肢は「SNS

（Facebook・LINE・Twitter 等）」）、前回調査よりさらに回答数が増加した。また、前回調査と同

様、男子は「ゲーム」の割合が高く、女子は「写真（撮影・加工）」の割合が高かった。 

 

携帯電話・スマートフォンの利用目的(複数回答)＜性別＞ 

 
男子 女子 

2021 年 2016 年 2021 年 2016 年 

１位 
SNS・動画投稿サイト 

(85.2％） 

SNS（Facebook・LINE・

Twitter 等） 

（81.0％） 

SNS・動画投稿サイト 
(94.8％） 

SNS（Facebook・LINE・

Twitter 等） 

（91.6％） 

２位 ゲーム(85.0％） 
音楽を聴く 

（78.4％） 

写真（撮影・加工）

(86.1％） 

写真を撮る・ 

加工する（81.8％）

３位 通話(77.6％） 
ゲームをする 

（76.7％） 
音楽(85.5％） 

音楽を聴く

（80.6％） 

23.8%

17.9%

28.9%

16.2%

9.2%

21.8%

49.3%

52.6%

46.5%

39.1%

40.6%

37.9%

25.5%

27.6%

23.7%

41.4%

45.8%

37.8%

0.2%

0.4%

0.1%

0.3%

0.5%

0.1%

0.7%

1.0%

0.5%

2.5%

3.3%

1.8%

0.1%

‐

0.2%

0.3%

0.3%

0.4%

0.4%

0.6%

0.2%

0.2%

0.3%

0.1%

2021年度調査全体（N=3,125）

2021年度調査男子（N=1,432）

2021年度調査女子（N=1,683）

2016年度調査全体（N=2,925）

2016年度調査男子（N=1,285）

2016年度調査女子（N=1,635）

小学生の頃から持っている 中学生の頃から持っている 高校生になってから持っている

持っていたが今はない 持ったことはない その他

無回答
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２．授業以外の時間の過ごし方は、「SNS・動画投稿サイトをする」「ゲームをする」「家族と話をす

る」で男女に差があり 

授業以外の時間の過ごし方は、「SNS・動画投稿サイト（LINE・Instagram・TikTok・YouTube 等）を

する」が男女とも最も多い回答であった。前回調査と比べ「部活動をする」が減少しており、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大による影響がうかがえた。男女で15ポイント以上の差がみられた項目は、

「SNS・動画投稿サイトをする」「ゲームをする」「家族と話をする」であった（報告書 P.25 参照）。 

 

授業以外の時間の過ごし方（複数回答上位３つまで）＜性別・一部抜粋＞ 

 
男子 女子 

2021 年 2016 年 2021 年 2016 年 

SNS・動画投稿サイトをする 62.9％  81.2％  

ゲームをする 
62.5％ 

(＋18.8) 
43.7％ 

19.5％ 

(＋7.6) 
11.9％ 

部活動をする 
41.6％ 

(▲10.5) 
52.1％ 

33.9％ 

(▲5.7) 
39.6％ 

友人と話をする 
22.1％ 

（＋4.7） 
17.4％ 

32.9％ 

（＋1.9） 
31.0％ 

家族と話をする 
8.4％ 

(＋0.5) 
7.9％ 

23.9％ 

(＋2.9) 
21.0％ 

 

 

３．【新規項目】成年年齢引き下げについて、「特に何も思わない」が男子で約４割、女子で

３割 

成年年齢引き下げについて、男子は「特に何も思わない」が最も多く、約４割となった。女子

では「消費者被害にあうかもしれないと不安に感じる」が最も多く、３割強となった。 

 

0.2

29.5

5.7

9.6

21.3

24.5

25.8

32.8

0.2

38.7

5.2

12.8

19.0

18.7

19.4

25.3

0 10 20 30 40 50

無回答

特に何も思わない

社会の一員として

期待されていると思う

大人の仲間入りが

できてうれしい

法律や制度について

詳しく知ろうと思う

プレッシャーに感じる

なんとなく面倒に感じる

消費者被害にあうかも

しれないと不安に感じる

男子（N=1,432）

女子（N=1,683）

（％）
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【新規項目】全体の半数強が「18 歳になったら選挙に行きたいと思う」と回答し、残りの半数弱が

選挙に行くことに対して消極的な回答であった。学年別、性別で大きな差は見られなかった 

18 歳になったら選挙に行きたいと思う〈全体・学年別・性別〉 

 

 

４．「契約の知識」に関する正誤問題において、契約の基本に関する項目の正答率は２割弱～

３割弱にとどまった 

「有料アプリのダウンロードは契約である」「ネットショッピングはクーリング・オフできる」とい

ったインターネットに関する項目は、男女ともに６割台半ば～約７割の正答率となり、前回調査と比

較してすべての正誤問題で正答率は増加した。 

しかし、「契約に契約書は必要である」「17 歳が保護者に内緒で買った 10 万円の楽器の契約は取り

消せる」といった契約の基本に関する項目の正答率は２割弱～３割弱と低かった。 

 

「契約の知識」正答率＜学年別＞ 

 
 

22.3%

23.3%

21.1%

12.0%

24.1%

20.6%

30.9%

31.2%

30.6%

24.0%

29.4%

32.3%

29.9%

29.8%

30.0%

35.5%

28.1%

31.5%

16.2%

15.0%

17.6%

26.2%

17.5%

15.2%

0.7%

0.7%

0.7%

2.2%

1.0%

0.5%

全体（N=3,125）

高校１年生（N=1,808）

高校２年生（N=1,428）

高校３年生（N=183）(参考)

男子（N=1,432）

女子（N=1,683）

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない

まったくあてはまらない 無回答

2.7

26.2

21.3

33.3

38.3

64.5

53.6

0.9

23.3

29.5

41.0

53.9

67.5

67.0

1.2

18.5

28.6

39.4

62.5

65.6

67.7

0 20 40 60 80

無回答

17歳が保護者に内緒で買った

10万円の楽器の契約は取り消せる

(〇)

契約に契約書は必要である

(×)

契約は口約束でも成立する

(〇)

コンビニでお菓子を

買うことは契約である

(〇)

ネットショッピングは

クーリング・オフできる

(×)

有料アプリのダウンロード

は契約である

(〇)

高校１年生（N=1,697）

高校２年生（N=1,428）

高校３年生（N=183）(参考)

（％）

※ 

※2021 年に新設された項目 
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１年生 ２年生 

2021 年 2016 年 2021 年 2016 年 

有料アプリのダウンロードは契約である（〇） 67.7％ 60.5％ 67.0％ 58.7％

ネットショッピングはクーリング・オフ 

できる（×） 
65.6％ 56.3％ 67.5％ 54.6％

コンビニでお菓子を買うことは契約で 

ある（〇） 
62.5％ 41.3％ 53.9％ 33.0％

契約は口約束でも成立する（〇） 39.4％ 30.3％ 41.0％ 33.3％

契約に契約書は必要である（×） 28.6％ 27.8％ 29.5％ 27.2％

 

５．欲しいものがあるとき参考にする情報の上位３項目は、「インターネット・SNS」「友達からの

話」「家族からの話」。前回３位の「テレビ」は４位に後退した 

欲しいものがあるとき参考にする情報の上位３項目は、男女ともに「インターネット・SNS」「友達

からの話」「家族からの話」だった。上位項目で男女差が見られた項目は、「友達からの話」「家族から

の話」であり、それぞれ女子が上回った。前回３位の「テレビ」は４位に後退した。 

 

欲しいものがあるとき、参考にする情報(複数回答)＜性別＞ 

 

 

 

0.2

1.8

0.6

1.1

1.9

17.9

29.3

46.1

66.0

93.5

0.1

2.7

2.2

1.9

3.4

6.6

24.7

29.2

53.3

88.3

0 20 40 60 80 100

無回答

特に参考にする情報はない

その他

ラジオ

新聞（折り込みチラシ含む）

雑誌

テレビ

家族からの話

友達からの話

インターネット・SNS

男子（N=1,432）

女子（N=1,683）

（％）
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男子 女子 

2021 年 2016 年 2021 年 2016 年 

１位 
インターネット・SNS 

(88.3％） 

インターネット・SNS 

(78.5％） 

インターネット・SNS 

(93.5％） 

インターネット・SNS 

(82.2％） 

２位 
友達からの話

(53.3％） 

友達からの話

(54.4％） 

友達からの話

(66.0％） 

友達からの話

(63.6％） 

３位 
家族からの話

(29.2％） 

テレビ 

（42.3％） 

家族からの話

(46.1％） 

テレビ 

（45.5％） 

 

 

「生活設計」に関する項目 

１．将来就きたい職業は、男子は「プログラマ・システムエンジニア」、女子は「看護師・歯科 

衛生士」が最多 

将来就きたい職業は、男子で「プログラマ・システムエンジニア」が最も多く、前回調査で最も回

答が多かった「公務員（警察官を除く）」を抜いた。女子は前回調査で最も回答が多かった「保育士・

幼稚園教諭」を抜いて、「看護師・歯科衛生士」が最も多かった。 

 

将来就きたい職業＜性別＞ 

  
男子 女子 

2021 年 2016 年 2021 年 2016 年 

１位 
プログラマ・システム

エンジニア 

（13.9％） 

公務員(警察官等を除

く)（15.3％） 

看護師・歯科衛生士

（25.6％） 

保育士・幼稚園教諭

（20.0％） 

２位 
公務員(警察官等を除

く)（13.4％） 

技術者・整備士

(14.6％) 

保育士・幼稚園教諭

（15.3％） 

看護師・歯科衛生士

（15.8％） 

３位 
建築士・測量士・大

工・左官・電気工事士

（11.1％） 

プログラマ・システム

エンジニア（12.9％）

調理師・栄養士

(11.2％) 

接客業・営業・販売

(10.8%) 
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２．「結婚したい」と思う高校生は前回調査と比較して減少。結婚希望年齢は前回調査同様、

平均 25 歳 

前回同様、全体の７割弱が「結婚したい」と回答したが、「結婚したい」という回答そのものの割合

は男子・女子ともに減少した。また、「結婚したくない」という回答は約１割と前回調査より増加した。

前回調査と同様、男子に比べ女子の結婚願望が高い結果となった。 

 

結婚願望＜全体・性別＞ 

 

 

将来「親になりたい」と思う高校生は、前回調査と比較して減少。子どもの希望人数は前回調査

同様平均 2.3 人 

全体の６割強が将来「親になりたい」と回答したが、前回調査と比較して減少した（前回調査の選

択肢は「子どもを持ちたい」）。「親になりたくない」という回答は約１割と増加した。性別では、男

子に比べ女子が「親になりたい」傾向にあり、結婚願望と比例する結果となった。 

 

親になりたいか＜全体・性別＞

 

 

67.1%

64.0%

69.8%

71.0%

67.3%

73.9%

9.7%

10.1%

9.4%

7.0%

7.0%

7.1%

22.2%

24.7%

20.0%

21.4%

24.9%

18.6%

0.6%

0.6%

0.6%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

0.6%

0.2%

0.2%

0.4%

0.1%

2021年度調査全体（N=3,125）

2021年度調査男子（N=1,432）

2021年度調査女子（N=1,683）

2016年度調査全体（N=2,925）

2016年度調査男子（N=1,285）

2016年度調査女子（N=1,635）

結婚したい 結婚したくない よく分からない その他 無回答

61.0%

56.9%

64.5%

68.2%

63.4%

71.9%

9.7%

9.8%

9.6%

7.1%

6.4%

7.6%

28.7%

32.5%

25.4%

23.6%

28.9%

19.5%

0.6％

0.8％

0.5％

1.1％

1.3％

1.0％

2021年度調査全体（N=3,125）

2021年度調査男子（N=1,432）

2021年度調査女子（N=1,683）

2016年度調査全体（N=2,925）

2016年度調査男子（N=1,285）

2016年度調査女子（N=1,635）

親になりたい 親になりたくない よく分からない 無回答



9 
 

３．子どもが生まれた場合の働き方について、「育児休暇を取り、職場に復帰する」が前回調査と

比較して増加 

将来子どもが生まれた場合の働き方について、全体では「育児休暇を取り、職場に復帰する」が７

割強と最も多く、「一旦仕事を辞め、再就職する」や「仕事を辞め、専業主婦（主夫）になる」は、１

割に満たなかった。性別でみると、「育児休暇を取り、職場に復帰する」が男子６割強、女子８割を占

め男女とも最も多かった。また、前回調査と比較して男子は約 21 ポイント、女子も約 12 ポイントと

増加した。 

       将来子どもが生まれた場合の働き方＜全体・性別＞ 

 

 

４. 20 歳より先の将来を思い描いている生徒は前回調査同様全体の３割弱 

今からどのくらい先の生活まで思い描けるかについて、「高校卒業後まで」「20 歳まで」といった近

い将来について回答した生徒が約５割を占めた。また、「全く想像できない」という回答は約２割とな

った。前回調査と同様、10 年後、20 年後それ以上先の将来を思い描いている生徒は全体の３割弱にと

どまった。

 

17.5%

33.5%

5.6%

25.7%

52.8%

7.0%

72.2%

61.6%

80.0%

56.9%

40.7%

68.1%

4.6%

1.6%

6.9%

5.9%

0.6%

9.5%

3.8%

0.4%

6.4%

7.6%

0.6%

12.5%

1.0%

1.8%

0.5%

1.2%
1.7%

0.9%

0.8%

1.1%

0.6%

2.7%

3.6%

2.0%

2021年度調査全体（N=1,906）

2021年度調査男子（N=815）

2021年度調査女子（N=1,086）

2016年度調査全体（N=1,994）

2016年度調査男子（N=815）

2016年度調査女子（N=1,176）

育児に関係なく働きつづける 育児休暇を取り、職場に復帰する 一旦仕事を辞め、再就職する

仕事を辞め、専業主婦（夫）になる その他 無回答

25.0%

25.6%

24.5%

25.4%

26.5%

24.5%

25.2%

20.7%

29.1%

22.2%

19.6%

24.3%

14.2%

13.3%

15.0%

13.5%

12.6%

14.2%

3.7%

4.1%

3.4%

3.9%

3.3%

4.3%

2.4%

3.1%

1.8%

2.3%

2.3%

2.3%

2.9%

3.0%

2.8%

3.6%

3.7%

3.5%

1.8%

2.1%

1.6%

1.3%

1.7%

1.0%

3.1%

4.1%

2.3%

3.9%

4.3%

3.5%

20.9%

23.1%

19.0%

23.2%

24.7%

22.1%

0.7%

1.0%

0.5%

0.6%

1.2%

0.2%

2021年度調査全体（N=3,125）

2021年度調査男子（N=1,432）

2021年度調査女子（N=1,683）

2016年度調査全体（N=2,925）

2016年度調査男子（N=1,285）

2016年度調査女子（N=1,635）

高校卒業後まで ２０歳まで ３０歳まで ４０歳まで ５０歳まで

６０歳まで ７０歳まで それ以上 全く想像できない 無回答


